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祈祷会では、民数記を読んでいます。民数記

は、イスラエルの人々がエジプトを出てから、

荒れ野の旅をして、約束の地に向う行程が書か

れてあります。特に、荒れ野で 40年間を過ごす

ことになるのですが、その荒れ野の 40 年のこ

とを、この民数記の中で触れられているのです。

イスラエルの人々は、エジプトで 430年間も奴

隷の状態にありました。この奴隷の苦しみから

解放するために、神はモーセを送り、エジプト

からの解放を成し遂げていくのです。奴隷であ

ったエジプトから解放されて、人々は神が示し

てくださった約束の地カナンを目指して歩み

を進めるのです。途中のシナイ山において、神

はイスラエルの人々と契約を結びました。イス

ラエルの人々は、神の民とされたのです。十戒

を中心に律法が与えられ、幕屋や祭司が定めら

れ、その新しい歩みが始まっていくのでした。 

 

イスラエルの人々にとって、荒れ野での歩み

は困難を極めました。エジプトでは、奴隷とし

て苦しい生活をしていました。しかし、衣食住

の生活は安定していました。食事や水に困るこ

とはなかったのです。ところが、荒れ野では、

自由になりましたが、生きるために必要な水と

食料がないのです。荒れ野では,生きることが

できないことを意味していました。荒れ野の旅

は、そのような生きるために必要な物を欠いて、

生きていかなければならないという過酷なも

のでした。水や食料がないことで、イスラエル

の人々の不満がモーセにぶつけられます。しか

し、神は、この荒れ野においてもイスラエルの

人々を養うのです。水を与え、食料を与えます。 

 

民数記 13～14 章にかけて、大きな問題が起

ります。イスラエルの人々は､目的地である約

束の地を目に前にするところまでやって来ま

した。そして、約束の地に入るために、偵察に

いくことになったのです。12人が選ばれて、約

束の地を偵察に行きました。40日間かかりまし

た。その偵察隊が帰って来て､報告することは、

約束の地は良い土地である、しかし、先住民は

とても強いので、自分達は戦えば、必ず敗北す

る、だから入るべきではないと決めたのです。

それが、神の怒りにあい、40年間、荒れ野をさ

まようことになってしまったのです。40年間は、

世代交代を意味していました。約束の地を入る

ことを拒否した人々は皆、荒れ野で死に絶える。

そして、その子ども達が、約束の地に入るとい

うことになっていくのです。 

 

民数記の最後とその後の申命記は、イスラエ

ルの人々が約束の地を前にして、モーセが神の

民であることはどのようなことか、入るための

準備が丁寧に書かれてあります。最初の申命記

には、神がモーセを通してイスラエルの人々に、

荒れ野の 40 年は、どのような意味であったの

かを説明しているのです。荒れ野の旅において､

イスラエルの人々は､多くの罪を犯してきまし

た。水がない不満、食べ物がないことの不満、

何か不満があれば、エジプトに帰りたいと何度

も口にしています。でも、それは神からの訓練

であり、神の民としてよりふさわしくなるため

だったというのです。荒れ野の 40 年間の歩み

は、確かに厳しいものであった。この 40年間、

あなたのまとう着物は古びず、足がはれること

もなかったといっています。神は愛される者を

訓練なさるのです。 
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巻頭説教 「民数記の学びの中で」 横山厚志 
あなたの神、主が導かれたこの四十年の荒れ野の旅を思い起こしなさい。こうして主はあなたを苦しめて試し、

あなたの心にあること、すなわち御自分の戒めを守るかどうかを知ろうとされた。主はあなたを苦しめ、飢えさせ、

あなたも先祖も味わったことのないマナを食べさせられた。人はパンだけで生きるのではなく、人は主の口から出

るすべての言葉によって生きることをあなたに知らせるためであった。この四十年の間、あなたのまとう着物は古

びず、足がはれることもなかった。（申命記 8：2～4） 
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転会者の紹介 

Ｉ・Ｈ姉 

私は 9 月 18

日（日）主日礼

拝で入会式を

していただき

ました。1980年

4月 6日に瑞穂

キリスト教会

でバプテスマを受けました。 

誕生日は 1941年です。結婚をし、子供が真貴

幼稚園に入る年に菱野団地に入居しましたが、

日々、何か満たされないものがありました。あ

る日、バス停でバスが遅れて来るのを皆がいら

いらして待っている時、一人の婦人がそれを見

て電話をしたりして努力をしている姿が目に

留まりました。そしてその人と友達になりたい

と思いました。その人が I姉でした。家庭集会

に誘われ、みことばや社会の問題まで話し合い、

毎月一回の家庭集会はとても楽しい交わりの

ひと時でした。 

当時、瑞穂教会へは毎週主日礼拝に出ていま

したが、80歳を過ぎ、瑞穂教会まで行くのが難

しくなりだんだん足が遠のくようになりまし

た。その頃、日本基督教団瀬戸永泉教会が近く

にあるのを知りました。主が導いてくださった

ものと思いました。そして日曜日の主日礼拝と

水曜日の祈祷会もあることなどを知って、ぜひ

瀬戸永泉教会へ行きたいと心に願うようにな

りました。 

ある日、瀬戸永泉教会にお願いしたら直ぐに

受け入れていただけました。感謝で一杯でした。 

これからも、主にあってよき交わりをよろし

くお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教会の歴史の一片 

磁祖 加藤民吉に繋がる加藤友七兄と教会 

Ｈ・Ｙ兄 

２０２１年７月の建築委員会・外構分科会

で、”柞(いす)の木”を「残す」か「伐採する」

の何れかを判断する必要に迫られ”柞の木”に

ついて調べる中で、磁祖加藤民吉の系図にも繋

がる加藤友七兄のご子孫であるＫ・Ｎ兄にお会

いして曾爺さんの加藤友七兄やご親族のお話

しをお聞きすることができました。そして、結

果的には、柞の木は残すことになりました。 

兼ねてから、Ｎ兄から先祖の加藤友七兄が描

かれた絵があるとお聞きしていましたので、２

回に渡りＮ兄のご自宅へお邪魔し、貴重な絵や

書を拝見させて頂くことが出来ました。  

絵は、和紙に水墨で動物や植物が見事に写実

的に描かれていて、私は素人ながらものづくり
．．．．．

を経験した者として、その筆遣いの見事さに、

感動を致しました。 

その後、瀬戸の陶磁器関係の方や歴史文化や

美術・工芸に詳しい方々にも、絵の写真を見て

頂き、最終的に明治時代の瀬戸染付陶磁器絵師

の記録資料として、信高兄から瀬戸蔵ミュージ

アムへ寄贈される方向で、ご準備をされて居ら

れます。 

驚きは、今年８月に数ある作品の中に、加藤

友七兄が水墨により描かれた「イエス・キリス

トのご降誕」を現す絵が見つかりました。これ

は、友七兄の信仰の証とも言える、水墨による

絵でクリスマスのこの時に、ご紹介させて頂く

機会が与えられましたことを、神様に感謝申し

上げますと共に、叶うならば多くの皆様にご覧

頂くことを願うものです。 
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信徒の証 

 母を看取って思った事     Ｉ・Ｔ姉 

 同居の母が体調を崩し二つの病院に入院し、 

要介護度 5で退院になった時施設か自宅で迷い

ましたが、コロナ禍で会えなくなる事を思うと

施設の選択肢は消えました。それからは家族の

協力の下、公的支援も受けながらの忙しくも充

実した母との日々でした。私の入信の時結婚の

時、最初は反対していた両親でしたが、私の人

生の基盤となる大切な決断を、先に理解して応

援してくれたのは母でした。 

 死期が少しずつ近づいてきて 3人が見守る中

静かに息を引き取った時、その穏やかな顔を見

ながら、悲しみと共に「生まれる時、死ぬ時、

何事にも時がある」（コへレト 3:1～2）を思い

出しました。どんなに一生懸命介護しても後悔

は沢山ありますが、昼夜を問わない濃密な日々

は何事にも代えがたいものになりました。清拭

やお化粧もしました。初めてのこともおおくと

まどいもありましたが、介護させて貰えた事に

今は心から感謝しています。 

直ぐに家の宗教である曹洞宗のご住職に来

て頂いて、枕経をあげていただいたり葬儀の準

備を進めながら、せめて横山牧師にお祈りだけ

でもお願いしようかと思ってみたりもしまし

た。でもそれでは母が迷ってしまうかも知れな

い・・、等と変なことを考えたりもしました。 

使徒行伝 16:31に「主イエスを信じなさい。そ

うすれば、あなたも家族も救われます。」 

とパウロとシラスは看守に言った下りがあり

ます。そして看守とその家族にパウロは主の言

葉を語り全員が洗礼を受けた。とあります。当

たり前かも知れませんが、洗礼を受けないとや

はり救われないのでしょう。でも、横山牧師の

祝祷の最後に「・・・あなたがた一同と、また

その家族の上にいつまでも豊かにおとどまり

くださいますように。ア－メン。」と祈られま

す。勝手な想いかも知れませんが、未信者の家

族であっても、神様の一方的な愛に与らせてい

ただいていると信じ、祝福と恵みに感謝して、

慰めと平安のうちに希望をもって生きていこ

うと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

長老の証 

神様の計画は計り知れない Ｏ・Ｎ長老 

1994 年 4 月に瀬戸市に移り住んで 28 年にな

ります。愛媛県（松野町）で真言宗の家で生ま

れ育ちました。長崎大学に入学し学生 Y M C A

浦山寮に入寮したことからキリスト教と出会

い聖書を学び日本基督教団長崎教会に出席す

るようになりました。先輩たちは滝沢克美先生

のカール・バルトのインマヌエル神学を大切に

しておられ、小樋井滋先生、豬城博之先生、寺

園喜基先生と九州のキリスト教神学者の先生

たちから人としての大切な視点を教えられま

した。1973年岩村昇先生の企画されたネパール

ワークキャンプに参加する中で「私を支えて導

いて下さっている」神様の恵みに触れ、1980年

5 月 25 日宮原忠夫牧師により長崎教会で受洗

いたしました。長崎で出会った妻の家は代々の

カトリックで父方は上五島の隠れキリスタン

が先祖、母方は支倉常長と共にローマに行き、

仙台に戻らず長崎に残った松尾大源が先祖に

なるとのことでした。結婚前には親族会議があ

って、プロテスタントの信者だが良いかという

ことが協議され認めていただきました。義父か

らは生まれてくる子どもはカトリックにとの

頼みもあり子どもたちはカトリック信者とな

っています。妻と私は知り合ってから互いの教

会を行き来し、長崎教会の宮原牧師、カトリッ

ク城山教会のリアム・オドへティ神父にとても

お世話になりました。プロテスタントとカトリ

ック、細かい教義は異なるものの同じ神様を信

じるものとして共に祈り聖書を読み、二つを繋

ぐ役割ができればと願い祈りを合わせました。

1987 年からのアメリカ留学の 3 年間はニュー

ヨーク日米合同教会に家族で出席、一つの教会

に所属する恵みを頂きました。帰国後は、カト

リック城山教会と長崎教会の２重の教会生活

に戻りました。1994年に愛知国際病院で働くよ

うになり瀬戸市八幡台に移り住みました。その

後、瀬戸永泉教会とカトリック瀬戸教会に通い、

夏休みには両方の教会のサマーキャンプに参

加する恵みを与えられました。現在では妻はカ

トリック瀬戸教会の評議会議長として働き、私

は瀬戸永泉教会の長老として働くというそれ

ぞれに大切な役割を与えていただいています。

神様が一人一人に大きな計画を持って導いて

おられることにいつも感謝する日々です。 

 



4 

 

創立記念講演会の報告 

 創立記念礼拝       Ｍ・Ｓ長老 

瀬戸永泉教会は今年で創立１３４年を迎え

ることができました。特に今年は、1900年に建

築された歴史ある礼拝堂の改修工事が完了し

た初めての記念の年として記念日を迎えるこ

とができました。 

これは先人の教会員の皆様が、当時の国内情

勢や戦争の混乱の中にあっても、礼拝を守り抜

いてきた努力と意思による結果であり、現在ま

で礼拝を守ることを維持できたことは神さま

の恵みと感じています。 

これら過去の先輩の皆様の志を今後も大切

に引き継いで行きたいと思います。 

また、午後からは、記念講演会として、鈴木

卓也兄（愛知老人コミュニティーセンター館長）

による「幸せな老後を送りたいあなたへ」との

題目で講演が行われました。 

この中では、自らが元気な時に施設を見学し

ておき、どうありたいか事前に備えておくこと

が大切であり、その知見について色々と教えて

頂くことができ、大変有意義なお話しを頂きま

した。 

この日 1日を通じて、兄弟姉妹と共に過ごす

時間を与えられ、瀬戸の地において永泉教会に

集えたことを感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書豆知識 

クリスマスの矛盾     小椋 実央牧師 

 クリスマスは矛盾に満ちている。ヨセフは律

法を守る「正しい人」（マタイ１：１９）である

はずなのにこっそりと石打の刑を回避してマ

リアを守ってしまうし、いいなずけはまだ結婚

していない状態なのだから身ごもっている（ル

カ２：５）というのは辻褄が合っていない。幼

い少女に過酷な使命を背負わせておいて「おめ

でとう」というのはなんともお気楽な挨拶（ル

カ１：２８）だし、暗闇から突然姿をあらわし

て羊飼いたちを驚かせておきながら「恐れるな」

（ルカ２：１０）などという命令はあんまりだ。 

 そもそも人の営みには矛盾がつきものなの

かもしれない。特に「愛」などというものを語

り始める時には。何故人は愛していることを理

由に掲げて恐ろしく残酷なことをしたり、場違

いなところで愛を育もうとしてしまうのだろ

う。自分としては筋を通しているつもりかもし

れないが、他人から見れば全く見当違いなこと

は枚挙にいとまがない。「なんでもコルバン」だ

（マルコ７：１１）と言えば律法の縛りから言

い逃れができたように、人は「愛」という言葉

を安易に隠れ蓑にしているだけかもしれない。

この都合のよい言葉を１枚だけかぶっておけ

ばしごく全うなことこの上ないからだ。 

 楽園追放の時、アダムとエバは皮の衣という

動物の死を着せられた。（創世記３：２１）神は

クリスマスに臨んで私たちにキリストの死を

まとわせようとしている。ご自分の愛すべき独

り子を屠るという神の狂気としか言いようが

ない仕方によって。私たちの粗末な物差しでは

神の愛は矛盾しているようにしか映らない。ぎ

くしゃくとしたクリスマスの物語には意味が

あったのだ。この矛盾の陰に真実は隠されてい

る。 

「この朽ちるべきものが朽ちないものを着、こ

の死ぬべきものが死なないものを着るとき、次

のように書かれている言葉が実現するのです。

『死は勝利にのみ込まれた。』」（第一コリント

１５：５４） 

 

≪今後の予定≫ 

2022年 12月 24日（土） 

聖夜礼拝 17:00～ 

2022年 12月 25日（日） 

クリスマス礼拝  10:30～ 

金城学院ハンドベルコンサート 14:00～ 
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〒489-0822 瀬戸市杉塚町５ 

電話、FAX：0561－82－2314 

ホームページ：瀬戸永泉教会で検索または⇒      

 

＝編集後記＝ 

アドベントが始まりました。新しい会堂でクリスマスを迎

えることが出来ます事、本当に感謝です。新型コロナウィル

スもまだ、終息には至っていませんが、主の守りの中で、心

から神に感謝してイエス様のご降誕を喜び祝いたいもので

す。より多くの方にこの瀬戸の地で、この教会で、主の御言

葉が語り伝えられていることを広めていきたいものです。今

尚、戦闘が続いているウクライナの人々に平和が再び訪れま

すように、神様の慰めと励ましを祈ります。世界中の人々の

上に平和が訪れますように。今回も原稿お願いしました

方々、ありがとうございました。   アーメン 

                      K・R 


